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Research Abstract

本研究の内容は、⼦どもの能⼒の評価・測定にかかわる部分と実際の指導にかかわる部分とからなる。 
評価・測定に関しては、運動系・感覚系・⾔語系に関して検討を加えた。特に、運動系と⾔語系の評価を有機的に結びつける試みとして、⽴ち幅跳び等の運動⾏動
について、⾔語教⽰のみに基づいて⾏う場合と、⽬標点を提⽰して⾏う場合とで測定が⾏われた。その結果、まず、⼀般的には、⽬標点を提⽰して測定を⾏うほう
が、⾼い成績が得られることが⽰された。⼀⽅、同時に計測した⾔語の⾏動調整に関する成績と、教⽰のみに基づいて⾏う場合と⽬標点を提⽰して⾏う場合の成績
の差異との関係を検討したところ、その差には⾔語による⾏動調整がどの程度可能であるかということがきわめて密接に関係しており、それが、不⼗分な場合ほ
ど、その差は⼤きいことが明らかになった。しかし、⾔語による⾏動調整が不⼗分な場合でも本来の運動能⼒が低いと考えられる場合(たとえば、ダウン症児)に
は、⽬標点であっても必ずしも⾼い成績は引き出しえないことも⽰された。 
実際の指導法に関して特に注⽬すべき知⾒として得られたものを挙げると、まず、吃⾳を⽰す年⻑幼児に遊戯的にかかわりながら⾏う発話モデリングを意識した指
導から、発話モデリングは、3-4歳の年少の幼児の場合には効果的であるものの、年⻑幼児の場合には必ずしも効果的ではないことが⽰された。また、⾃⼰中⼼的
⾏動などの不適切⾏動を⽰す学習障害児に対する指導からは、⾃分以外の⼈間が⽰す⾃⼰中⼼的⾏動を観察させ、その評価を求めたり、⾃⼰中⼼的⾏動をしめす⼈
物が登場する劇を演じたりすることで、不適切⾏動の減少が⽣じ、⾃⼰の対象化並びに意識化を促すような働きかけ・指導の重要性が⽰された。
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